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デコスファイバー 

●新聞紙をリサイクルした木質繊維系断熱材 
  「セルロースファイバー」です。JIS A 9523適合品。 

新聞紙 
80％ 

ホウ酸・ホウ砂 
16％ 

撥水剤 
４％ 

原材料構成 

デコスファイバー 
（1袋15㎏） 

綿状の断熱材 



デコスファイバーCFP 

カーボンフットプリント（CFP）制度認定建築用断熱材 日本初 

2011/11/11認定取得 
省CO2建材として 
公的お墨付きが

欲しかった 



取得のキッカケ 

①原材料の新聞紙はリサイクル品 ②圧倒的に低い製造エネルギー 

③モーダルシフト積極採用 

新聞紙は新聞紙にリサイクルするのが基本 
古紙配合率は、約70%～80%（製紙メーカーによる） 

 
 
原材料の新聞紙は、古紙業者(97.5%)や 
NPO法人を通じて工場の地元地域(2%)、 
社員から調達(0.5%)するリサイクル品 

④廃棄物ゼロ 

廃棄物は、サーマルリサイクルへ 



① 

Q：CFPを取得したらどんなメリットがあるの？ 

FAQ 



① ①条件を得る 
 

  知識・人脈・CFPマークetc. 
 

②条件を活かす 
 

  環境をキーワードとした 
  積極的なPR活動が可能となる 

CFP取得のメリット 

免許・資格・認定と同じ 

問題は、 
やるか、やらないか？ 



①プレスリリース作成・業界媒体へ送付・パブリシティー多数掲載 
 

②CFP説明資料作成・印刷・社内教育実施 
 

③名刺穴あけ・配布（2,000部以上） 
 

④CFP臨時勉強会開催（博多・岡山・京都・東京・グループ会社） 
 

⑤ホームページCFPコンテンツ作成・追加 
 

⑥建材ポータルサイト・メールマガジン広告 
 

⑦CFPマーク追加（風袋・パンフレット） 
 

⑧展示会PR（エコプロダクツ・実践報告・自社、代理店展示会） 
 

⑨広告デザイン変更・新規広告媒体追加 
 

⑩資料同梱発送（2,540部・FC5団体） 
 

⑪関連企業・地方自治体・官庁へ説明（銀行・市・県・議連） 

CFP取得後の取組み 

高知県知事・埼玉県知事・山口県知事にも！ 



パブリシティー掲載40媒体以上 



① 

●CFP認定商品『セルロースファイバー断熱材』 

補助金申請スペックイン×5団体 



●優遇金利 

銀行の「環境格付け融資」の武器に 



●インナー効果 

●アウター効果 

自社製品の強み 
企業姿勢 

公的な数値評価 

120515 JEMAI＋ATGREEN @山口工場 

２つの効果＝モチベーションUP 

予想外 予想以上！ 



カーボン・オフセット試行事業 
～カーボン・オフセット大賞 
「自分ごと化」「減らす化」 
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（株）デコスは建築用断熱材として 

日本で初めて、経済産業省等による 

「カーボンフットプリント（CFP）を活用した 

カーボン・オフセット製品」試行事業に 

採択されました。 
 

これは、「デコスファイバー」のCFP算定 

値と同量のクレジットをオフセットすること 

で、ライフサイクルCO2が実質ゼロである 

ことを示すラベルを貼付するものです。 
 

このことから、建築業界の省CO2意識向上と、「実質排出ゼロ・カーボン断熱材」を 

活かした木造建築により低炭素社会へさらなる貢献を目指します。 

実質排出ゼロ・カーボン断熱材 

CFPを活用したカーボン・オフセット断熱材「デコスファイバー」 日本初 

2012/12/5採択 



環境啓蒙活動 

●エコビルドツアー（山口県下関市） 

所在地：山口県下関市菊川町 

半自動・職人の手刻みによるプレカット 

構造材のトレーサビリティー表示 

研修室での施設概要説明 

端材から木質ペレットを製造 トライ・ウッド津江杉構造館 ＮＰＯと協働した新聞回収システム 

新聞紙をリサイクルしてつくるセルロースファイバー断熱材 

小さな地域循環 

年間を通じて毎月開催 

木の家づくりを通じて学ぶ 
環境教育 



概要図 

※安成工務店グループ 

※安成工務店グループ 

●林業～プレカット～断熱材～工務店が 
  関わる省CO2木の家プロジェクト 
 

●川上から川下まで、お客様を含めた      
  「顔の見える関係」を構築 
 （エコビルドツアー・森林体験バスツアー） 
 

●小さな地域循環を連鎖 
 

●環境啓蒙活動を継続的に実施 
 

●クレジット購入で森林保全を支援 

●省CO2に配慮した心地よい「木の家」 
  づくり 
 
●工務店・断熱材メーカーがクレジット 
  購入を通じて森林保全を支援 
 

●川上から川下まで、環境をキーワードに 
  それぞれの立場でCO2削減を実施 
 
●木材とJ-VERクレジットの地産地消推進 
 

●地域循環と環境教育を結びつけた 
   ネットワークの形成(NPO等) 

◆プロジェクトのねらいと効果 

◆プロジェクトのポイント 

自己活動 
オフセット 

顔
の
見
え
る
関
係 

木の家 

商品・サービスオフセット 

セルロースファイバー 
断熱材 

木質ペレット 

構造材 
内装材 

安心・安全・快適・健康・省エネ・省CO2・高耐久 

経済産業省 
「CFPを活用したカーボン・オフセット製品」 
試行事業 



●（株）デコス・・・商品・サービスオフセット 

カーボン・オフセット 

試行事業期間中に上棟する安成工務店の木造住宅に使用するデコスファイバーに係るライフサイクルCO2をオフセット 
(本数値は「CFP制度試行事業」を通じて使用許諾を得たCFP値と上棟物件のデコスファイバー使用相当量から算定) 

「CFPを活用したカーボン・オフセット製品」試行事業 

J-VERクレジット 
（森林吸収系） 

CFP算定 
「見える化」 

カーボン・オフセット 
「自分ごと化」「減らす化」 

オフセットの根拠となる 
「商品」のライフサイクルCO2を 

算定する方法にCFPを活用 

自社の削減努力(一例) 
 

  ・リサイクル材である新聞紙を活用 
  ・機械動力は全て電力を使用 
  ・モーダルシフト推進 
  ・新工場（埼玉県飯能市）での工程改善 



クレジット 

●J-VER 日田市上津江町 間伐促進プロジェクト（株式会社トライ・ウッド） 

間伐実施前 間伐実施後 

J-VERクレジット（森林吸収系） 



試行事業での算出方法 

●算出例 

試行期間中（12～3月）、工務店上棟物件に使用する 
デコスファイバーに係るライフサイクルCO2をオフセット 

・30棟上棟⇒1棟デコスファイバー1t使用×30棟 

・デコスファイバー1袋15㎏⇒11.9㎏-CO2ｅ 

・デコスファイバー30ｔ⇒30,000㎏÷15㎏/袋＝2,000袋 

・2,000袋×11.9㎏-CO2ｅ/袋＝23,800㎏-CO2ｅ⇒24ｔ 

・必要クレジット購入量24ｔ⇒24t＊¥10,000＝¥240,000 

・デコスファイバー2,016袋にラベル表示可能⇒＠¥119 

クレジット 
販売単位は1ｔ 

24,000㎏-CO2e÷11.9㎏-CO2e/袋＝2,016袋 

必要商品量の算定 

クレジット購入量の算定 

PCRシナリオを
根拠に利用 



護持の森 輪掛け乾燥 



第2回 カーボン・オフセット大賞 優秀賞 受賞 
「近くの山の木でつくる、省CO2で心地よい木の家プロジェクト」 

カーボン・オフセット大賞 優秀賞 受賞 

HOP STEP JUMP! 

CFP 展開事例 デコスの場合 

試行事業募集11/27～12/4（11）、説明会11/30、COとは？11/30、申請書提出12/3、採択12/5 
COテキスト購入12/6、CO大賞応募締切・応募12/10 

（「情報収集」＋「ネットワーク」＋「実践」＋「タイミング」＋「企画力」＋「強力なパートナー」）×「やる気」 



●APEC日本代表事例 

「APEC carbon labeling workshop on march 12 Manila」 
「カーボンラベルの中小企業での活用」日本代表事例に選定 
2013/2/6 

APEC 
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基本となる考え方 

伝わらなければ、 
 

「存在しない」と同じこと。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

デコス 

グループ会社 
施工代理店 

工務店・設計事務所 
関連企業 

一般顧客 

価値を伝え、評価を得る 

●熱を伝える 

断熱屋なのに 



①CFP 
カーボンマーケティング因数分解 

②カーボン・オフセット ③賞エントリー 

マーク取得 
 

PR 
・ニュースリリース 

・パブリシティー創出 
・説明、営業ツール化 

・講演 
 

認知向上 

コーズマーケティング 
 

PR 
・ニュースリリース 

・パブリシティー創出 
・説明、営業ツール化 

・講演 
 

認知向上 

受賞 
 

PR 
・ニュースリリース 

・パブリシティー創出 
・営業ツール化 

・講演 
 

認知向上 

企業価値の向上 

「見える化」 「減らす化」 



●CFPを活用したカーボン・オフセット製品等実証事業 
続・試行事業 



日本セルローズファイバー工業会 

・セルロースファイバー断熱材メーカー4社の団体 

（王子製袋・日本製紙木材・デコス・吉水商事） 

・現在、デコスが事務局 

・建築用断熱材PCRを作成 

・全社でCFPを取得し、全社プロモーションを予定 

・CFPの認知度を上げるため相乗効果をねらう 

・現在、2社CFP取得済 



参考事例 

CFP建材WG 



国の目指す方向 



現状認識 

国 

CFP 
事務局 

CFP 
取得 
企業 

・住宅・建築物で 
 ゼロ・エネ化 

・CFP活用 ・CFP普及 

●課題 



解決方法 

●WG 

●目的 
  ・CFPを活用し、メリットをつくる。 

CFP建材WG（仮称） 

●メリットとは？ 
  ・メリット≠売れること 
  ・メリット＝公的に取組みが評価されること 
  ・評価される⇒売れる、は自助努力 

●検討事項 
  ・目的、活動テーマ、期間、成果物 
  ・運営方法、参加条件、役割分担 
  ・ブレイン 
  ・運営費用 

国 

CFP 
事務局 

CFP 
取得 
企業 

WG 



活動テーマ案① 「LCCM住宅」 

●コンセプト 
 
 ・カーボンマーケティング系統連携 

●内容案 
 
 ・CASBEE評価方法へのCFP、カーボン・オフセット連携、評価 
 ・「フラットLCCM」創出 
 ・来る補助金制度への適合 
 ・CFP-LCCMモデルハウス＠建築研究所 



活動テーマ案② 「建材CFP玉手箱」 

●内容案 
 
 ・使える、建材CFPデータベース 
 ・設計者が見たくなる、建材企業が参加したくなる箱をつくる 

●コンセプト 
 
 ・魅力ある箱づくり 



活動テーマ案③ 「プレミアム基準」 

●コンセプト 
 
 ・グリーン購入法プレミアム基準適合品になる 

●内容案 
 
 ・環境省グリーン購入法プレミアム基準の設定例をつくる 
 ・オフィシャルに公開されるための実践 
 ・公共建築物等木材利用促進法との連携 



活動テーマ案④ 「エコプロダクツ」 

●コンセプト 
 
 ・協働展示による波及効果創出 

●内容案 
 
 ・エコプロダクツ2013へ建材CFPコーナーを設ける 
 ・CFP建材WG（仮称）の取組みを含めPR 



●考え方を伝えるツール活用 

勉強会＋販促活用⇒商品採用で低炭素社会へ貢献 

自社製品の強み・企業姿勢を再認識・CO2削減努力 

PRでモチベーションUPと認知度UP 

条件を得て、自社のメリットをつくりだすこと 

カーボンマーケティングへの取り組み 



カーボンマーケティングへの取り組み 

・メリット≠売れること 
 

・メリット＝公的に取組みが評価されること 
 

・評価される⇒売れる、は自助努力 

まずは、評価されるための
PR（＝周知）が必要 



For the Low-carbon society.  

http://www.decos.co.jp 
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